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■ 開催日時：2009年 8月 19日 (水) 9:00 ～ 8月 21日 (金) 18:00 

■ 会 場 ：名古屋大学・IB 電子情報館など  

        〒464-8603 名古屋市千種区不老町 

■ 主 催 ：教育システム情報学会 

■ 共 催 ：名古屋大学，ほか 

■ 大会日程 

8 月 19 日（水） 

午前 ワークショップ 

昼 基調講演・企業セッション 

午後 一般講演 

夜 博物館見学・ウエルカムパーティ 

8 月 20 日（木） 

午前 一般講演 

昼 理事会・総会・特別講演 

午後 一般講演・企画セッション 

夜 懇親会（名古屋市内：ルブラ王山） 

8 月 21 日（金） 

午前 一般講演 

昼 招待講演 

午後 パネル討論・クロージングセッション 

企
業
展
示
・
書
籍
展
示 
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■ 大会参加費 

事前申込 当日申込 

一般会員：6,000 円＊１

学生会員：3,000 円＊１＊２

会員外（学生以外）：9,000 円 

会員外（学  生）：5,000 円＊２

論文掲載費：1,000 円（論文一編につき）

一般会員：7,000 円＊１

学生会員：4,000 円＊１＊２

会員外（学生以外）：10,000 円 

会員外（学  生）：6,000 円＊２

＊１：大会当日またはそれ以前に入会手続を行われる場合は会員料金でお申し込み頂けます．

＊２：論文集はついていません．学生証の掲示が必要です． 

[懇親会費] 

一般：6,000 円  学生：3,000 円 

[懇親会費] 

一般：7,000 円  学生：3,000 円 

 

■ 講演・参加申込について 

大会 Web ページから発表・参加申込みいただきます． 

 講演申込開始  2009 年 4 月 15 日（水） 

 事前参加申込開始  2009 年 5 月 1 日（金） 
 講演申込締切  2009 年 5 月 15 日（金）  

 講演原稿提出締切  2009 年 6 月 15 日（月） 
 事前参加申込締切  2009 年 7 月 31 日（金） 

 

■ 講演申込について 

 一般セッション・および企画セッションを募集いたします． 

なお，現在実施が予定されている企画セッションは以下のとおりです． 

1. スキルの分析・学習・教育と支援環境 

2. 先進的なアルゴリズム／プログラミング学習・教育支援システム 

3. 小・中・高・大一貫した情報教育体系構築の課題 

4. e ラーニング環境のデザインと HRD (Human Resource Development) 

5. ユビキタスラーニングと新しいユーザ・エクスペリエンス 

6. ICT を活用した学習支援システムと学習コンテンツ 

 

■ ワークショップのテーマ・オーガナイザ募集 

ワークショップのテーマとそのオーガナイザを公募いたします．メールにて大会事務局宛に

お申し出ください（締め切り 5月 1 日）．詳細は大会 Web をご覧ください．  

 

■ 大会事務局 

〒464-8603  名古屋市千種区不老町  

名古屋大学大学院情報科学研究科社会システム情報学専攻 渡邉研究室気付 

教育システム情報学会 第 34 回全国大会事務局 

  e-mail : jsise2009@watanabe.ss.is.nagoya-u.ac.jp 

 



教育システム情報学会 

2009 年度 第 2 回研究会 講演募集 

 

担当：研究会委員会（小松川浩，野崎浩成，不破泰，布施泉） 
 

 2009 年度第２回研究会は，「e-Learningの実践と学習支援システム／一般」とい
うテーマで北海道大学にて実施いたします。Webテクノロジーを活用した学習支援の
実践，学習支援の環境や技術，学習コンテンツの開発・評価など，広い意味での

e-Learningの研究とともに，学習支援システムに関する研究を幅広く募集いたします。
皆様のご応募・ご参加をお待ちしております。 
 

 

テーマ：e-Learning の実践と学習支援システム／一般 

 
 
■開催日：2009 年 7 月 4 日（土） 

■会 場：北海道大学情報教育館 3F スタジオ型多目的中会議室 

    〒060-0817 北海道札幌市北区北 17 条西８丁目 

     http://www.hokudai.ac.jp/bureau/info-j/johokan-map.htm 
 

【発表申込み】 
※発表申込み締切：2009年 5月 7日（木） 
 以下の事項を電子メールにてお送りください． 
  １．発表タイトル 
  ２．発表者・所属（登壇者に○） 
  ３．発表概要（100～150字程度） 
  ４．連絡先住所・氏名・電子メールアドレス 
  ５．その他（使用機器など） 
  ６．申込先：千歳科学技術大学 小松川浩 
        E-mail : hiroshi@photon.chitose.ac.jp 
【講演原稿の提出】 
※発表原稿提出締切：2009年 5月 29日（金）必着 
  １．原稿は A4用紙で，２枚以上８枚以下の偶数枚でお願いします。 
  ２．原稿は，学会誌巻末に掲載している学会誌原稿執筆要項に準拠してください。 
  ３．原稿送付先 ※可能な限り電子メールで原稿を送付ください． 
   ■電子メールで送付される場合 
    E-mail : hiroshi@photon.chitose.ac.jp 
    (注) フォント埋め込みされた PDF形式にて送信下さい。 
   ■郵便で送付される場合 
    〒０６６－８６５５ 北海道千歳市美々７５８－６５ 
    千歳科学技術大学 光科学部 小松川浩 
 
【問い合わせ先】 
 小松川浩（千歳科学技術大学） 
 E-mail : hiroshi@photon.chitose.ac.jp 
 



教育システム情報学会 

 企画：教育
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す。ご参加の皆様にラ

とにより、Learning D

だければと考える次第

 
■開催日時 ： ２

■開催場所 ： 電

■プログラム 
1:15 挨拶・ﾗｰﾆ
1:40 講演 I. "V
   Macquari
   日本での

3:00  講演 II. IM
   メディア教

3:30  休憩 
3:45  パネルディ
   司   会

   パネリスト

        

        

        

   指定討論者

5:30  閉会のご挨
   メディア教

5:45 ～7:00 懇親
■フォーラム参加費

■参加申込先：日本デ

■申込締切日：２００

           
ラーニングデザインフォーラムのご案内 
 
システム情報学会（JSiSE）産学連携・人材育成システム委員会   

                          
中心に学習者中心主義、構成主義をもとにした学習過程の設計方法として、ラーニン

心が高まっております。ラーニングデザインについては、すでに IMSによるLearning 

が、最近は、その実践のためのシステムも発表されております。 

cquarie大学の James Dalziel教授を中心としたグループでは、ラーニングデザイン

g Activity Management System)を開発し、オープンソースソフトウェアとして公開

すでにヨーロッパ・東南アジアを中心に 1000名以上の教育者に利用されております。 

James Dalziel教授の来日にあわせて、ラーニングデザインフォーラム を開催しま

ーニングデザインに関する考え方や最近の動向、実践事例をご紹介させていただくこ

esignに対する認識を深めていただき、今後の研究や教育実践へのヒントにしていた

です。 

００９年５月８日（金）午後１時１５分～午後５時３５分 
気通信大学（東京都調布市）ＩＳ棟 ２Ｆ大会議室 

ﾝｸﾞﾃﾞｻﾞｲﾝの背景：JSiSE 会長 電気通信大学大学院 教授 岡本 敏雄 
isualizing and Implementing Learning Designs"  
e 大学教授 James Dalziel 
LAMS活用事例：名古屋文理大学 教授 山住 富也 

S Learning Design 規格についての解説 
育開発センター 教授 仲林 清 

スカッション：Learning Design の教育実践への活用の可能性について 
：メディア教育開発センター准教授 青木 久美子 
：Macquarie 大学教授 James Dalziel 
 千歳科学技術大学 教授 小松川 浩 
 広島大学     教授 平嶋  宗 
 熊本大学     助教 根本 淳子   
：東洋大学 准教授 平田 謙次 
拶 
育開発センター教授 仲林 清 
会（会場：電気通信大学 ハルモニア） 
：（資料代）¥1,000 、懇親会参加費 ¥1,000 
ータパシフィック 吉田宛 yoshida@datapacific.co.jp 
９年４月２０日 事前のご参加申込みは、先着順で１００名様まで受付致します。 
        １００名に達しますと、当日受付をお受けできない可能性があります。 



■■■■■2009 年度 研究会開催予定■■■■■ 

開催日時 テーマ 会 場 担当 

第 1 回研究会 

5 月 16 日(土) 
教育・学習支援における SNS の利活用／一般 電気通信大学 

平嶋，柏原 

小尻，曽我 

第２回研究会 

7 月 4 日（土） 
ｅ－Ｌｅａｒｎｉｎｇの実践と学習支援システム 北海道大学 

不破，小松川 

野崎，布施 

第３回研究会 

10 月頃 

先進的なアルゴリズム 

／プログラミング学習・教育支援システム 
静岡大学 

米澤，林 

伊東，小西 

第４回研究会 

11 月中の金曜日 
e ラーニング環境のデザインと HRD／一般 早稲田大学 

仲林，石打 

松居，北村 

第５回研究会  （予定） 

2010 年 1 月 22 日(金) 

モバイル＆ユビキタスラーニングと新しい 

ユーザ・エクスペリエンス／一般 
東北大学 

佐々木，永森 

三石 

第６回研究会  （予定） 

2010 年 3 月 13 日(土) 
生涯教育と情報教育 畿央大学 

松永，西野 

西端 

 

◆◇ 研究報告のお求めは ◇◆ 

  研究報告のバックナンバーを購入ご希望の方は，㈱毎日学術フォーラムまでお申し込みください。 

１部1,300 円（送料共）です。残部切れの際はご容赦ください。 

  株式会社 毎日学術フォーラム 

〒100-0003 東京都千代田区一ツ橋1-1-1 パレスサイドビル2階 

TEL : 03-6267-4550  FAX : 03-6267-4555 

Mail : maf－sales@mycom.co.jp URL : http://maf.mycom.co.jp 

 
なお、JSiSE 会員の方で「研究報告」の年間購読をご希望の方は事務局までご連絡ください        

         この際に，ぜひ年間購読されますようおすすめいたします。 

 

 新年度には

に変更がござ

 ご連絡が無

  教育シ

〒533-

大阪市東

 TEL/F
年間購読料 4,000円    年６回発行 （送料込） 

いりまして、所属先・郵送物送付先のご変更等、ご登録いただいております内容

いましたら、事務局まで、ご連絡くださいますようお願い致します。 

い場合、学会発送物がお届けできない場合がございます。 

ステム情報学会事務局  

0005 

淀川区瑞光 3-3-25 ﾊﾟﾃｨｵ白川 101 

AX：06-6324-7767   E-mail：secretariat@jsise.org 



 
 
 

 
教育システム情報学会 英文誌  論文募集 

（Vol.8, No.1, 2009年 12月発行予定） 
 

 教育システム情報学会では，2002年度から年１回定期的に英文誌を発行しています．
これまでに発行してきました英文誌は，質・量ともに「教育とコミュニケーション技
術」に関する世界レベルの内容となりました． 
 このたび，Vol.8 に掲載する論文を募集いたします．是非，多くの方々にご投稿い
ただき，革新的な研究成果，ユニークな実践等を世界に向けて積極的に発信していた
だきたいと思います． 
 下記の要領に沿って，ご投稿いただきますよう，お願いいたします． 

 
 
●論文種別● 
  原著論文(Original Paper)，実践論文(Practical Paper)， 
  ショートノート(Short Note)，実践速報(Report on Practice) 
 
 
●投稿締切● 
  2009年 5月 16日（投稿は随時受け付けていますが，この期日までにご投稿いただいたもの 
  に関しては，Vol.8, No.1への掲載対象となります） 
 
 
●投稿要件● 
 ・論文は他学会において査読中でないこと，そして，その主要部分が未発表であること．ただし， 
  国際会議，学会の大会，研究会等で口頭発表した内容をまとめたものは投稿することができます． 
 ・寄稿者は本会会員である必要はありませんが，本会会員である場合には投稿料に会員の価格が適 
  用されます．寄稿者が 2名以上の連名の場合は，そのうち少なくとも 1名が会員であれば，投稿 
  料に会員価格が適用されます． 
 
 
●原稿執筆要領● 
  英文論文誌もしくは下記の URLを参照してください 
 http://www.jsise.org/e_journal/ejournal.html 
 
 
●投稿方法●  ※電子投稿システムを利用して投稿を行ってください． 
 ・下記 URLより電子投稿用Webページにアクセスしてください． 
 http://www.jsise.org/e_journal/ejournal.html 
 ・初めて電子投稿システムを利用する場合は，まず利用者用 IDの発行手続きを行ってください．  
 ・投稿論文は印刷イメージに近い書式で PDFファイルとして作成し，アップロードしてください． 
 
 
●問い合わせ先●  ※メールにてお問い合わせください 
教育システム情報学会編集事務局  
 株式会社国際文献印刷社内 
 教育システム情報学会 編集事務局  担当：長澤 
 住所：〒169-0075 東京都新宿区高田馬場 4-4-19 
 TEL：03 (5389) 6492   FAX：03 (3368) 2827 
 メールアドレス：jsise-edit@bunken.co.jp 



 

 

 

国際会議のご案内は，教育システム情報学会の会員のみなさんからの紹介や、インターネ

ット上で流れている CFP 情報をもとに編集されています．会員のみなさんに紹介したい国際

会議などがありましたら，ご連絡ください． 

また，実際に国際会議に参加されたレポートなどを送っていただければ今後の国際会議の

案内作成の際に大変参考になりますので，そちらのほうもお待ちしております． 

 
 

 

 

国際会議のご案内

再掲情報：2件 

☞E-Learn 2009:  
  World Conference on E-Learning in Corporate, Government,Healthcare, & Higher Education
◆開催期間：October 26-30, 2009 
◆開催地：Vancouver, BC Canada 
◆URL: http://www.aace.org/conf/elearn/ 
◆論文投稿スケジュール： 
   Submissions Due: April 29, 2009 
   Authors Notified: May 29, 2009 
   Proceedings File Due: Sept. 25, 2009 
 
☞ICCE 2009: 
  The 17th International Conference on Computers in Education 
◆開催期間：November 30 to December 4, 2009 
◆開催地：Hong Kong 
◆URL: http://www.icce2009.ied.edu.hk/ 
◆論文投稿スケジュール： 
   May 4, 2009: Conference Papers 
   May 4, 2009: Workshop Proposals 
   June 30, 2009: Workshop Papers, Tutorial Proposals, Doctoral Student 
   Consortium Papers, Panel Proposals, Interactive Sessions Proposals 
   July 31, 2009: Open Forum Proposals 
 



 
 
新着情報：3件 

 

☞ED-MEDIA 2009:  
  World Conference on Educational Multimedia, Hypermedia &Telecommunications 
◆開催期間：June 22-26, 2009 
◆開催地：Honolulu, Hawaii 
◆URL: http://www.aace.org/conf/edmedia/ 
◆論文投稿スケジュール： 
   Final Call Submissions : April 7, 2009 
   Final Authors Notified : April 16, 2009 
   Proceedings File Due : May 1, 2009 
 
☞IADIS INTERNATIONAL CONFERENCE E-LEARNING 2009 
◆開催期間：17 to 20 June 2009 
◆開催地：Algarve, Portugal 
◆URL: http://www.elearning-conf.org/ 
◆論文投稿スケジュール： 
   Submission Deadline: 15 April 2009 
   Notification to Authors: 6 May 2009 
   Final Camera-Ready Submission: 20 May 2009 
 
☞TELearn 2009: 
  Technology Enhanced Learning Conference 2009 
◆開催期間：October 6-8, 2009 
◆開催地：Taipei, Taiwan 
◆論文投稿スケジュール： 
   Submission Deadline: June 20, 2009 
   Author Notification: August 1, 2009 
   Final Submission: September 1, 2009 
 



教育システム情報学会 中国支部 

2009 年度 JSiSE 中国支部 研究発表会研究発表の募集 

http://jsise-chugoku-branch.blogspot.com/ 
 
２００９年度 JSiSE中国支部総会・研究発表会の予定 
 
■開催日 ：6 月 27 日（土） 

 

■開催場所：広島大学東広島キャンパス（東広島市鏡山一丁目） 
      http://www.hiroshima-u.ac.jp/category_view.php?folder_name=access&lang=ja 
 
■開催時刻： 13:00～13:20 中国支部総会 
 (予定)   13:30～17:00 研究発表会 
 
 

中国支部では 2009 年 6 月 27 日(土)に総会を開催し，その後に研究発表会を行います．

つきましては，中国支部の方はもとより，他地区の方にも参加していただきたく，広く

会員の方々に教育システム情報に関連した研究についての研究発表を募集します．多く 

の方々に是非ご参加をお願いします． 

 

 

■発表申込み締切：2009 年 5 月 29 日（金） 

 

■発表申し込み方法： 田中 一基 （近畿大学, kazumoto@hiro.kindai.ac.jp)まで 

           下記の項目を記載して電子メールで申し込んでください． 

  (1)発表題名 

  (2)著者名(登壇者に○) 

  (3)所属 

  (4)連絡先住所，氏名，電話番号，電子メール 

  (5)その他，発表に関する要望 

  (6)中国支部懇親会への参加・不参加 

 

■原稿提出締切：2009 年 6 月 12 日（金） 

 

■原稿送付先：田中 一基 （近畿大学, kazumoto@hiro.kindai.ac.jp)まで電子メールで送付願います． 

 

■原稿形式： 

 ＞Ａ４用紙２～６頁．用紙の上下左右に 20mm ずつの余白を取る． 

 ＞原稿題名，英文題名，著者名，英文著者名，所属，英文所属，原稿概要， 

  キーワード，はしがき，本文，むすび，参考文献の順に書く． 

 ＞本文は２段組で，１頁 45 行程度，１行 50 文字程度とする． 

 ＞論文題名のフォントは 15 ポイントのゴシック体，章のタイトルのフォントは 11 ポイントの  

  ゴシック体， 本文のフォントは 9ポイントの明朝体にする． 

 ＞その他は，教育システム情報学会学会誌原稿執筆要領に準ずる． 

  http://www.jsise.org/ed/Subguide.html 

 
■問い合わせ先：平嶋宗（広島大学，tsukasa@isl.hiroshima-u.ac.jp） 
 



 

 

☆新入会員☆ （敬称略）      2009.3.25 現在 

会員番号 氏名 所属機関 推薦者 会員種別 

JSiSE-A0802848 江間和樹 東洋大学   準会員 

JSiSE-A0802849 林 正隆 八洲学園大学   正会員 

JSiSE-A0802850 勅使河原可海 創価大学 高木正則 正会員 

JSiSE-A0802851 花木喜英 株式会社レビックグローバル   正会員 

JSiSE-A0802852 坂元克博 青山学院大学 中邨良樹 正会員 

JSiSE-A0802853 今井新悟 山口大学   正会員 

JSiSE-A0802854 久保田真一郎 熊本大学   正会員 

JSiSE-A0802855 中村 晃 金沢工業大学   正会員 

JSiSE-A0802856 中嶌康二 大阪学院大学   正会員 

JSiSE-A0802857 松橋秀親     正会員 

JSiSE-A0802858 小島篤博 大阪府立大学   正会員 

JSiSE-A0802859 張 栄 西日本工業大学   準会員 

JSiSE-A0802862 匂坂智子 電気通信大学大学院   準会員 

JSiSE-A0902863 宮原俊之 熊本大学大学院   準会員 

JSiSE-A0902864 李 凱 豊橋技術科学大学   正会員 

JSiSE-A0902865 金平 蓮 藤田保健衛生大学   正会員 

 

☆新入会 企業・団体会員☆ 

会員番号 企業・団体名   担当者 

JSiSE-ＩA080100 株式会社 富士通ソフトウェアテクノロジーズ 代表者：芋川 敏 小松千枝子 

JSiSE-A0802860 青山満男 ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ基盤ｸﾞﾙｰﾌﾟ営業部 
登録会員 

JSiSE-A0802861 川口博臣 Web 基盤ｻｰﾋﾞｽ営業部 

 

☆★☆事務局より☆★☆ 

 2008 年度以前の年会費をご納付いただけていない学会員様は、早急にご入金頂きますようお

願い致します。未納が続きますと、ご入金が確認できるまで、学会発送物をお止めさせて頂く場

合がございます。詳しくは、事務局までメールにてお問い合わせ下さい。 

E-mail：secretariat@jsise.org 

 ■正会員：7,000 円 ■準会員：4,000 円 

 ■企業･団体会員：50,000 円 

 ■研究報告年間購読：4,000 円 

 ■入会金：1,000 円（入会時のみ） 

◎振込先◎ 

■銀行名：ゆうちょ銀行 

■支店名：019 店 

■当座預金：0709632 

      ※00180-6-709632 

■口座名義：教育システム情報学会 

■銀行名：池田銀行 

■支店名：上新庄支店（222） 

■普通預金：13440 

■口座名義：教育システム情報学会 家本修

 



 
教育システム情報学会 学会員の皆様へ 

 

  22000099 年年度度  新新  入入  会会  員員  募募  集集    
 

 教育システム情報学会には、現在 約１６００名以上の皆様が会員として参加されて

おられます。 

 定期的に開催される研究会・セミナーなどに、研究成果を発表できることや、 そのほ

か、定期刊行物の論文誌やニューズレター、研究報告書などがお手許に届きます。 

 

 教育分野における情報通信技術の利用に関する学術研究に興味のあるお知り合いの方

がおられましたら、是非ご紹介をいただきますようお願い申し上げます。 

 

 

■お申込み方法■ 

入会をご希望の方は、入会申込書は学会WEBページに掲載しておりますので（PDFファイル） ダウンロ

ードしていいただき、必要事項をご記入の上、 学会事務局にご郵送または、FAXにてお送りいただき

ますようお願いいたします。 

 早速入会の手続きをいたしますので、後日、事務局から入会金や年会費のお支払い方法などの詳しい

資料を送付します。 

  

■学会事務局宛■ 

    〒533-000 

    大阪市東淀川区瑞光 3丁目 3-25 パティオ白川 101 

    教育システム情報学会事務局 宛 

    TEL 06-6324-7767   FAX 06-6324-7767 

     E-mail：secretariat@jsise.org 

 

～年会費のご案内～ 

 ■正会員：7,000 円 ■準会員：4,000 円 

 ■企業･団体会員：50,000 円 

 ■研究報告年間購読：4,000 円 

 ■入会金：1,000 円（初年度のみ） 

 

 

 

※なお，年度途中入会の場合も,さかのぼって刊行物を、
お送りしますので，その年度の費用をいただいております


